別表　（公認スポーツ指導者　資格取得基準)

	種別
	資 　格　 取　 得　 基　 準

	
	公認段位
	年齢
	空手道歴
	受　講　条　件

	上級　　コーチ
	5段

以上
	32歳

以上
	15年

以上
	①空手道コーチとして指導実績があり、国際的レベルの競技者として、また国際的レベルの競技会にコーチ・監督として帯同した相当の経験があり指導者資質があると都道府県空手道連盟が推薦し、全日本空手道連盟が認めた者。

②全日本空手道連盟が指名した者。(免除条件については別途定める。)

	コーチ
	4段

以上
	28歳

以上
	12年

以上
	①空手道上級指導員として指導実績があり都道府県空手道連盟が推薦し、全日本空手道連盟が認めた者。
②資格保有者ではないが国際的レベルの競技者として、また国際的レベルの競技会にコーチ・監督として帯同の経験があり指導者資質があると都道府県空手道連盟が推薦し、全日本空手道連盟が認めた者。

③全日本空手道連盟が指名した者。(免除条件については別途定める。)

	上級　　指導員
	3段

以上
	24歳

以上
	7年

以上
	①空手道指導員資格保有者で都道府県空手道連盟が認める者。
②資格保有者ではないが全国レベルの競技者として、また全国レベルの競技会にコーチ・監督として帯同の経験があり指導者資質があると都道府県空手道連盟が認める者。(免除条件については別途定める。)

	指導員
	2段

以上
	20歳

以上
	4年

以上
	地域の空手道教室等において、個々の年齢・性別などに合わせ実際に空手道を指導し、都道府県空手道連盟が認める者。(免除条件については別途定める。)


注) 1)年齢は受講年度の4月1日現在の満年齢をいう。

　　2)空手道歴は満15歳より数える。

　　3)資格取得後は資格有効期限(4年)以内に1回以上、本連盟が主催する

更新義務講習会を受講しなければならない。

